令和３年度　学校自己評価並びに学校関係者評価
加東市立鴨川小学校　　
１　学校教育目標　　【向上心】　ふるさとを愛し、共に学び、夢に挑む自立した子どもの育成
２　経営の重点（３つの分野と領域）
（１）学　校　運　営　　①組織の運営・管理　　　　　　②安全安心な学校づくり　
（２）教育・研究活動　　①基礎的・基本的な学力の定着　②研究活動の推進　　③特別活動の推進　　④交流教育の推進

（３）家庭と地域　　  　①豊かな地域資源の活用　　　　②共育作戦の継続　　③社中学校及び中学校区の小学校との連携
３　自己評価の結果及び学校関係者評価の結果

（評価点　　４点:よくできている　３点:できている　２点:あまりできていない  １点:できていない　※わからない）
	経営重点
	具体的方策
	自己評価
	改善方策
	関係者評価
	学校関係者の　意見及び感想

	（１）ー ①
	・全校的な課題を全職員の共通理解のもと、施策を行う

・勤務時間の適正化と業務の精選を図る
	3.0
	・会議時間の短縮を図るため、校務支援の「連絡事項」欄を活用する。

・スクールサポートスタッフを積極的に活用し、業務の負担軽減を図る。
	※
	〇学校評価について、一部気になるところがあったが、全体的には、学校の活動を評価されているように思う。
〇閉校するに当たって、ふるさと太鼓が途切れないように継続してくれることを願う。
〇閉校後の学校施設の利活用について、どうなるのか、早く知りたい。

〇「かもがわ歴史ミュージアム」を作って、立派なものができていた。展示されているものは、どれも懐かしく、楽しく見ることができた。
▲学校運営の項目で、学校側と保護者側との評価に違いがある点が気になる。学校の対応に保護者が理解されていない可能性があるかもしれないので、相違点を明確化するなどの対応が必要かもしれない。

▲これからますます子どもが少なくなり、「学年１人」が出てきていることを心配している。

▲地域への情報発信、学校だよりくらい、全戸配布してもいいのではないか。



	（１）ー ②
	・職員間や保護者との連携、共有による対応を進める
・掲示物の計画的な掲示に努める
	3.0
	・ペーパーレス会議を継続していく。

・朝の健康チェックの時間を設け、子どもたちの健康状態を確認してから、学習を始められるようにする。
	※
	

	（２）ー ①
	・個に応じた指導を推進する
（タブレット、ＩＣＴ機器等）
	3.1
	・タブレットを使った学習を更に実践し、当たり前にできるようにする。

・個に応じた学習指導を行い、基礎学力の向上に努める。
	※
	

	（２）ー ②
	・主体的に探究し、教科との関連や学びを活かす授業を行う
	2.9
	・令和５年度の全国へき地教育研究発表会を見据えた研究をしていく。

・研究の成果物やかもがわ歴史ミュージアムの存続を考える。
	※
	

	（２）ー ③
	・児童の主体的活動へと工夫する

・太鼓を通して仲間意識を養い、人間関係を築く態度を育てる
	3.3
	・子どもたちの活動時間を確実に確保していく。
	※
	

	（２）ー ④
	・交流学習を積極的に推進する
・交流機会を意図的・計画的に設定し、人とかかわる力を育てる
	3.0
	・社地域の交流学習は今年度と同等くらい行う予定。

・リモート交流の時間を事前に全体に周知し、自習を減らす。
	※
	

	（３）ー ①
	・生活総合（ふるさと学習）や三世代ふるさと学習につなげる
	3.0
	・令和３年度の三世代ふるさと学習で、竹細工の活動を行い、多くの地域の方々と交流する。
	※
	

	（３）ー ②
	・ＨＰや学校便り、学級便りを通して情報を伝える

・学校オープンや学校懇談会を通した教育活動への参画を図る
	3.0
	・引き続き、年に２回学校懇談会（共育作戦）を開催し、テーマを絞って焦点化する。
	※
	

	（３）ー ③
	・小小交流、出前授業を推進する
	3.1
	・特別活動（児童会及び生徒会活動）を通して、小中連携を行う。

・小中一貫校を見通し、社中学校区の５つの小学校と交流を計画し、内容を深めていく。
	※
	


